
工事名：釧路川環境整備事業の内 沼幌地区掘削工事
概 要： （従来）敷鉄板方式 ⇒ （今回）ジオグリット＋敷砂利方式

長期的に使用する仮設道路であり、経済性の他に走行性・維持管理も考慮。

仮設運搬路設置方法見直し仮設運搬路設置方法見直し

①仮設運搬路の増設に当たり軟弱地盤地帯のため工法を検討した結果、敷鉄板方式
からジオグリット＋敷砂利方式により、工事費が縮減されました。
②工事費を２４７百万円から２００百万円に縮減。

（縮減額 ４７百万円、縮減率 約１９％）

効 果：

国土交通省 北海道開発局 釧路開発建設部

「公共事業コスト構造改革プログラム」
【 施策名： (２) 計画・設計から管理までの各段階における最適化【１】計画・設計の見直し【施策12】

イメージ （従来）敷鉄板方式 （新）ジオグリット＋敷砂利方式

敷鉄板

4000

ジオグリッド

再生骨材(0～80級)

施工延長 L=2,910m
存置期間 10年程度存置する予定のため敷鉄板は、買取とした。
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3500

設計条件


